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クロックの設定 
システムクロックを設定して、ファイルの作成と変更が適切に記録され、予定されたアクティビティ（例え

ばバックアップ）が適切に実⾏されるようにすることをお勧めします。 

 

システムクロックを設定または変更するには、以下の⼿順を実⾏します。 

 

1. [管理ツール]タブから、[サブシステム情報]メニュー項⽬をクリックします。 

2. [⽇付設定]ボタンをクリックします。 

3. [⽇付設定]ウィンドウで、以下の⼿順を 1 つまたは複数実⾏します。 

· ⽇付を設定するには、[⽇付設定]フィールドをクリックし、テキストを編集するか、またはドロ

ップダウンカレンダーを使⽤します。 

· 時刻を設定するには、プルダウンメニューを使⽤して正しい時間、分、秒を選択します。 

· タイムゾーンを設定するには、プルダウンメニューを使⽤して正しいタイムゾーンを選択します。 

4. [保存]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [管理ツール]> [サブシステム情報> [⽇付設定]> [⽇付設定] 

 

NTP（Network Time Protocol: ネットワークタイムプロトコル）インターネットサーバを使⽤してシステ

ムクロックを同期させることができます。この機能を利⽤するには、システムがインターネットに接続され

ている必要があります。 

 

同期の前に、現在の⽇付、時刻、タイムゾーンを⼿動で設定しておくことをお勧めします。 
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システムクロックを NTP サービスと同期させるには、以下の⼿順を実⾏します。 

1. [管理ツール]タブから[サブシステム情報]メニュー項⽬をクリックします。 

2. [⽇付設定]ボタンをクリックします。 

3. [NTP 管理]タブをクリックし、以下を構成します。 

· [NTP を使⽤して⾃動に時間を設定します]チェックボックスを選択し、このサービスを有効にし

ます。 

· 1 つまたは複数の NTP サーバアドレスを[サーバー]フィールドに⼊⼒します。 

· [同期⽅式]のラジオボタン（[時間単位]、[⽇次]、[⽉次]）を選択し、同期スケジュールを決定し

ます。 

4. 即時にシステムクロックを同期させる場合は、[保存して同期の実⾏]をクリックします。 

· スケジュールされている次の間隔で同期を実⾏する場合は、[保存]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  [管理ツール]> [サブシステム情報]> [⽇時設定]> [NTP 管理]  
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スパニングに

を選ぶかあらか

。 

ションを追
にカートリッ

ポートされてい

に使⽤したカー

かじめフォー

追加 
ジをフォーマ

いるフォーマ

ートリッジは

ーマットをや

マットするオ

マットを使⽤す

は RDX コピー

り直してくだ

オプションが

する場合は事

ーには使⽤で

ださい。 
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付きました。

事前にフォー

できませんの

3 

ー


